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E メールニュース「みやぎの九条」 NO.361 

2022 年 1月 15日発行／みやぎ憲法九条の会 

Home Page http://miyagi9jou.sakura.ne.jp/ 

 

憲法を生かし、平和と民主主義、人権、いのちとくらしを守る政治を！ 

ＳＴＯＰ！改憲発議「憲法改悪を許さない全国署名」 

スタート集会ｉｎみやぎ 

 

総がかり行動実行委員会の高田健共

同代表に来仙していただいて衆院選後

の九条をめぐる情勢と闘いについて講

演していただきます。 

日時：１月２８日（金）18：00～20：00 

会場：シルバーセンター７Ｆ第一研修室

(仙台市青葉区花京院) 

講演：高田 健さん(全国市民アクショ

ン・市民連合) 

主催：県民運動連絡会みやぎ

080-8206-3511、宮城県内九条の会連絡

会 022-728-8812 

 

 

 

 

 

 

 

http://miyagi9jou.sakura.ne.jp/
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1 月の「19日行動」 

 19日行動は 2015年 9月 19日に 9条に違反する「安保法制強行採決」したことを忘れず、

「安保法制廃棄」を求めて毎月行っている運動です。 

●仙台市：1月 19日（水）12:00～13:00 場所：仙台市中央通東二番丁平和ビル前(予定) 

●石巻市：1月 19日（水）15:00～16:00 場所：石巻工業高校前・蛇田交差点 

●涌谷町：1月 19日（水）13:00～13:30 場所：涌谷公民館前交差点 

●小牛田：1月 19日（水）13：00～13：30 場所：国道 108号山の神神社前交差点 

●気仙沼市：1月 19日（水）11：00～11:30 場所：クボ店前 

●名取市：1月 19日（水）13:00～     場所：名取駅西口前 

●岩沼市：１月 19日（水）15:00～15:30   場所：岩沼駅前 

●鶴ヶ谷地域九条の会：１月 19日（水）11:00～12:00 場所：生鮮市場前 

 

宮城県内九条の会連絡会の街頭宣伝は毎週火曜日 

場所：仙台市中央通東二番丁 平和ビル前。 

時間：12時から 13時まで。 

実施日：1月は 25日。(18 日は翌日が 19日行動なのでお休みします)。2月１日、8日、15

日、22日。 

 

２月３日は澤地久枝さんの提唱「アベ政治を許さない！」Ｄａｙ！！ 

・  午後 1時キッカリに「アベ政治を許さない！」ポスターを掲げましょう。 

●名取市：ヨークベニマル愛島店前交差点付近 

●涌谷町：涌谷公民館前交差点 

●宮城野区：坂下交差点 

●小牛田：国道 108号山の神神社前交差点 
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【これからの県内催事情報】 

＊コロナ感染が急激に広がっています。参加希望の方は主催者に事前に開催ご確認の上ご参加くだ

さい。 

 

戦争を語り継ぐ上映会（１月）  

「太平洋戦争 １９４１ 開戦」～日本はなぜ開戦したのか～ 

甚大な犠牲者を出したアジア・太平洋戦争に、なぜ日本は突入したのか。戦力差も踏まえ

開戦を避けようとした軍人や政治家の証言、当時の人々の日記や手記、記録からひもとく。 

そして、最前線の兵士たちの貴重な記録、軍中央と銃後の国民との“温度差”を描きつつ、

戦争が長期化した実態を描く。（20２１年、１００分） 

日時：１月１８日（火）１３：００～１５：００ （参加費：無料） 

会場：泉病院友の会ホール（仙台市泉区長命ヶ丘２－１－１） 

主催：泉病院友の会 平和の委員会 

申込先：泉病院友の会３７８－３８８３ 定員１０名（要事前申込） 

＊マスク着用、コロナ感染症拡大状況により中止となる場合も。 

 

核兵器禁止条約発効 

核兵器廃絶ネットワークみやぎ発足１周年記念イベント 

日時：１月２２日（土）１３：３０～１５：３０(開場１３：００)  

会場：仙台市福祉プラザ 

プログラム：オープニング 合唱団ふきのとう「銘文」 

第一部：「私の平和への想い」 お話 斉藤とも子さん(女優) 

第二部：「ヒバクシャの詩の朗読とチェロ・バイオリンのコラボ」 

   チェロ・ソロ演奏 塚野淳一さん(日本音楽家ユニオン東北地方本部代表運営委員) 

   バイオリン演奏  小川有紀子さん(仙台フィルハーモニー管弦楽団他) 

参加費：参加費：無料ですが会場カンパにご協力ください。 
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参加申し込み：不要 

主催：核兵器廃絶ネットワークみやぎ 

問合せ：木村 022-243-2158 

＊コロナ感染症拡大状況により中止となる場合も。 

 

名取九条の会 

「憲法プラザ」(予定) 

 ２年ぶりの開催です。 

日時：１月２２日（土）１３：３０～ 

会場：ＪＲ名取駅西口１階コミュニテイプラザホール 

講師：板垣乙未生さん(みやぎ憲法九条の会事務局長) 

主催：名取九条の会 

連絡先：090-2364-6011(後藤) 

＊マスク着用、コロナ感染症拡大状況により中止となる場合もあります。 

 

泉区市民アクション リスタート集会 

講演「総選挙後の改憲情勢をよむ」と交流 

 ＳＴＯＰ！９条改憲・壊憲 憲法を生かした政治を！コロナ危機は新自由主義政策がも

たらしてきた様々なひずみを明らかにしました。国民のいのちとくらしを守るべき政治の

課題は山積みしています。そうした中、岸田政権が大きく打ち出しているのは「敵基地攻

撃能力の保有」の検討です。 

日時：１月２３日（日）１３：３０～１５：００ 

会場：イズミテイ２１仙台銀行ホール２階会議室 

講師：板垣乙未生さん(みやぎ憲法九条の会事務局長) 

交流：どこまで進んだ日本の軍備？これからの活動に向けて。 

主催：９条改憲ＮＯ！泉区市民アクション 

連絡先 090-2956-3057 横尾 
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多賀城 9条の会講演会 

「憲法破壊を許さず、健康で誰もが安心して暮らせる政治を」 

憲法守る、今が正念場。臨時国会で７７００億円もの軍事費が計上され、岸田首相、与

党から９条改憲を狙う発言が続いています。多賀城９条の会は、「憲法を変え武力行使の

道を開くのでなく、平和のために外交努力を重ねる」ことを政府に求めます。 

 

日時：1月 30日(日) 午前 10時～12時 

会場：多賀城市 市民活動サポートセンター 

講師： 今田 隆一 さん (医師、みやぎ憲法９条の会共同代表、元坂総合病院院長) 

主催：多賀城９条の会   

連絡先：多賀城９条の会事務局長 小林 立雄 TEL：090-2369-6186 Fax：022-707-0078 

    メール k.tatsuo.11.30@gmail.com 

 

宮城憲法会議 2022年度 第 1 回憲法学校 

「日本国憲法と私たちの課題～今すべきは憲法改正ではなく、憲法の実現である～」 

 岸田政権は、明文改憲と敵基地攻撃能力の保有を今年の課題とし、自民党の憲法改正本

部を「実現本部」に格上げし、一部野党もこれに呼応しています。しかし、国民が求めて

いるのは、改憲ではなく憲法の実現であり、実現すべき憲法像は、総選挙の「市民と立憲

野党の共通政策」に示されています。今年は日本の未来を決める一年になります。憲法に

とって何が大切か、ご一緒に考えてみませんか。 

 

日時：２月３日（木）１８：１５開会(１８：００開場) 

会場：シルバーセンター６階第２研修室(仙台市青葉区花京院) 

講師：小野寺義象さん(宮城憲法会議幹事長・市民連合みやぎ共同代表) 

参加：事前申込不要(当日会場にて、資料代として 300円いただきます) 

主催：宮城憲法会議  

連絡先：一番町法律事務所 022―262-1901(小田) 
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＊新型コロナウイルス感染防止のためマスク着用でご来場ください。 

 

第 48 回(2022年)２．１１信教・思想・報道の自由を守る宮城県民集会 

「わたしたちの平和：水道民営化問題から見えてくるもの」 

 コロナ・パンデミックによる閉塞状況が進む中、宮城県は 2022年 4月開業を目指して着々

と水道事業民営化を進めています。この行政の動きはまるで「建国記念の日」問題に象徴

される過去の日本の国家のようです。民営化の何が問題か、「自治」と「国際連帯」をキ

ーワードに種々の問題点を皆さんと共に考えてみたい。 

 

日時：２月１１日（金）１３：３０(小会場とインターネットでの配信開始) 

講師：佐久間敬子さん(弁護士) 

・今回も新型コロナ感染防止のために、インターネット配信で開催します。ご自宅のパソ

コンやスマートフォンから視聴できます。下記のいずれかにアクセスしてください。 

YouTubeのチャンネル 

https://www.youtube.com/channel/UCXumQBb3ASRxco_v0q5ck0g 

ホームページ「２．１１信教・思想・報道の自由を守る宮城県民集会」 

http://www.ne.jp/asahi/grass/roots/211miyagi   

Facebook「２・１１信教・思想・報道」で検索すると当集会が出てきます。 

・個人での視聴が難しい方のために皆で集まって見られる会場を数か所設けます。下記参

照。下記記載の他にも会場があります。詳細は事務局までご相談ください。(Tel＆

Fax022-372-1712) 

日本キリスト教団石巻栄光教会（0225-22-4090）、日本キリスト教会仙台黒松教会

（022-271-0610）、日本キリスト改革派仙台教会（022-225-0597）、日本ナザレン教団仙

台富沢教会（022-399-7157）、日本キリスト教団名取教会（022-382-4396） 

主催：靖国神社国家管理反対宮城県連絡会議 

＊この集会は団体カンパと当日の個人のカンパで運営しております。今年も 

当日のカンパを頂くことが難しい状況です。下記の講座にお振込みのご協力を翁長いしま

す。七十七銀行旭ヶ丘支店普通口座 5280974「靖国神社国家管理反対宮城県連絡会議」 
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宮城県原水協２０２２学習会 

「原水爆・核実験の隠された歴史～米軍特殊兵器計画と被ばく研究～」 

 核兵器禁止条約が発効した後も条約に背を向ける岸田政権。アメリカの核先制不使用宣

言にも異を唱える被爆国政府の異常さ。「核兵器のない平和で公正な社会」の実現のため

に、学びあいましょう。 

日時：２月１９日（土）１４：１５～１５：５０ 

   ＊１６時から引き続き「原水協総会」を行います。 

会場：仙台市シルバーセンター 第２研修室 

講師：高橋博子さん(奈良大学教授・博士) 

参加費：５００円(2021 世界大会パンフレット付) 

＊オンライン視聴を希望される方はメールでお申し込みください。 

主催：宮城県原水爆禁止協議会 TEL/Fax 022-263-6650 

E-mail miyagigensuikyo@gmal.com  問合せ：川名 080-2836-8208 

＊コロナ感染症拡大状況により完全オンラインに切り替える場合もあります。 

 

第３１回宮城はたらく女性のつどい 上野千鶴子さん講演会 

「女性がいきいきと自分らしく働くために」 

日時：２月２３日（水・祝）１３：３０～１６：００ 

会場：仙台市市民活動サポートセンター ６階セミナーホール 

講師：上野千鶴子さん(東京大学名誉教授、社会学者、家族社会学、ジェンダー論) 

   ＊上野さんはオンライン出演 

内容：第一部 職場の交流、第二部 上野千鶴子さん講演 

参加費：会場・オンラインとも５００円 どなたでも参加できます。 

主催：宮城はたらく女性のつどい実行委員会 

問合せ：宮城県労働組合総連合(県労連)022-211-7002 

＊コロナ感染症拡大状況により完全オンラインに切り替える場合もあります。 

 

mailto:miyagigensuikyo@gmal.com
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みやぎ生協 

絵本でつなごう「へいわの輪プロジェクト」応募者募集 

 みやぎ生協では「絵本でつなごう『へいわの輪プロジェクト』～平和を感じる絵本 100

冊をあつめよう～」のキャンペーンを行っています。「みなさんがふと『しあわせ』や『へ

いわ』を感じたり、心に残っている絵本を教えてください。」というプロジェクトで抽選

で親子 100組にみんなが選んだ絵本をプレゼントするというものです。 

応募期間：2021年 11月 1日～2022年 2月 28日 

問合せ先：みやぎ生活協同組合生活文化部くらしの活動推進課  

     TEL：022-347-3826 FAX：022-218-5945 

詳しくは添付したチラシをご確認ください。 

 

【県内九条の会の活動】 

２０２２年度成人式でチラシ配布しました 

 宮城県内九条の会連絡会では 1月９日(日)仙台

市地下鉄富沢駅と成人式会場のカメイアリーナ仙

台(仙台市体育館)周辺で新成人の皆さんに「成人お

めでとうございます！～未来は君たちの手に～頼

むね！」と題したパンフレットを挟みこんだポケッ

トテイッシュ」を配りました。パンフレットには「憲

法って？私たちを守るもの～」など憲法についての

基礎的な事項について解説してあります。 

 式は午前の部は１２時からと１５時からの２回

に分けて行われました。各９条の会からの配布ボラ

ンテア参加者は２６人で、２０００袋配布しました。

多賀城市、名取市、岩沼市などでも取り組まれまし

た。 
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「総がかり行動実行委員会がアピール発信 

 2022年 1月 5日  

 

改憲策動を市民の運動で押し返そう（アピール） 

-       「憲法改悪を許さない全国署名」を一気に広げましょう  

市民が望まない改憲論議よりコロナ対策を、憲法をまもらない勢力に憲法を語る資格はな

い、「壊憲」政治から憲法まもる政治に、と奮闘いただく全国の市民の皆さん。  

憲法は今、戦後最大の危機です。たたかいは正念場です。いのち、くらし、平和を守り、

前進させる社会を次の世代に引き継ぐために、力を合わせて改憲策動を押し返しましょう。

「憲法改悪を許さない全国署名」運動を全国各地で広げ、たたかいのうねりを大きくしま

しょう。 

 市民の皆さん。先の総選挙の結果、改憲を主張する勢力の議席数が 3分の 2を超える大

変残念な結果となり、改憲の動きが一気に強まりました。 

 岸田首相は年頭所感で「(改憲は)本年の大きなテーマ」と前のめりの姿勢を露骨に示し、

自民党には「憲法改正実現本部」を改組・設置しました。安倍・菅政権以上の改憲暴走の

姿勢です。その暴走を、「来夏の参議院選挙と同時の改憲国民投票実施」を主張する日本

維新の会などが加速させています。 

 年末の臨時国会では、予算委員会審議中に衆議院・憲法審査会を開催するというこれま

でにない動きとなりました。改憲勢力は、毎週の憲法審査会開催や、スケジュール、課題

を決めた審議なども求めており、通常国会中に改憲論議が一気に進みかねません。 

 12月 16日に開催された衆議院憲法審査会では、自民党が「改憲 4 項目」をベースにし

た審議をもとめ、コロナ対策を口実にした緊急事態条項創設を求める意見もだされました。

しかし、改憲の真の狙いが憲法への自衛隊を明記にあることは明らかです。 

 岸田政権は、敵基地攻撃能力保有を明記する防衛計画大綱などの見直しや軍事費を

GDP2％への大軍拡を進めようとしています。他国攻撃可能な武器の保有は違憲としてきた

従来の政府答弁を見直すこととあわせて、「9条改憲」もと狙っているのです。 

 中国が覇権主義を強め、アメリカとその同盟国が中国包囲を強固にするもとで、日本も

軍事対軍事、武力には武力の道に進むのか、憲法 9条をいかした平和外交に立ち戻るのか、

今、その岐路に立っています。果てしない軍拡競争のために、市民のいのち、くらし、人

権を二の次にする政治を認めるのか、それを拒否するのかの岐路でもあります。 
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 この夏に予定される参議院選挙で、立憲野党の共闘を前進させて改憲勢力を少数に追い

やり、政治転換への市民の信頼を広げるためにも「憲法改悪を許さない全国署名」を大き

く広げましょう。改憲ＮＯの市民の意思を形にして、国会内での立憲野党の奮闘を後押し

しましょう。 

 可能な形態での宣伝・署名行動、学習・講演会活動などを全国で一気に強めましょう。 

 憲法施行から 75年目となる 5月 3日を第一の節目に、夏の参議院選挙を第二の節目に、

年明けから取り組みを飛躍させましょう。市民の皆さんの総決起を心から訴えます。 

 

2022年 1月 5日 

9条改憲ＮＯ！全国市民アクション  戦争させない・9条壊すな総がかり行動実行委員会 

 

 


